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財団法人全国高等学校体育連盟剣道専門部申し合わせ事項  

（平成11年5月4日一部改訂）  

（平成14年5月4日一部改訂）  

（平成15年5月4日一部改訂）  

（平成16年5月4日一部改訂）  

（平成17年5月3日一部改訂）  

（平成19年5月3日一部改訂）  

下記の事項は、公式試合における高体連剣道専門部としての統一的な事項である。  

特に全国大会においては、これを厳守することとする。   

1．選手心得  

（1）選手は気品のある態度で全力をあげて試合をする。  

（2）竹刀は完全なものを使用する。着色を施したり、テープを巻いたりした竹刀は  

使用してはならない。  

（3）選手の服装は、紺（黒）または白の剣道着・袴とする。なお、刺繍等により華  

美にならないこと。  

（4）試合者の目印に校名などを大きく目立つように入れてはいけない。目印を着け  

る時は折り返した二枚の長さが揃うように着ける。  

（5）貴重品の保管には十分留意する。  

（6）滑り止めのための雑巾等は使用しない。   

2．引率暮住着、監督に資格について  

引率責任者は出場校の教諭とし、監督は出場校の教職員または校長が特に諷めた  

着とする。  

ただし、監督が出場校教諭である場合は、原則として引率者を兼ねる。   

3．監督心得  

（1）監督の服装は、以下の通りとする。  

（イ）全国高校総体では、白シャツ、ズボン（白・灰色）または剣道着、袴（色は  

紺、黒、白いずれか）とする。  

（ロ）全国選抜大会では、背広、ネクタイ、または剣道着、袴（色は紺、黒、白の  

いずれか）とする。  

（2）試合場に入れるものは、監督・選手・定められた補欠だけで、他の者の入場は  

厳禁する。   

4．規則の運用および大会運営について  

（1）試合はすべて一刀（一本の竹刀）にて行うものとする。二刀にての試合は諷め  

ない。  

（2）不正用具を使用した時の罰則は試合規則17条・19条の通りであるが、個人戦  

と団体戦を含めて行う大会においては、両方にまたがって適用する。  
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（イ）団体・個人戦における不正用具使用者は、以後の試合に出場できない。団体  

トーナメント戦における補欠の出場は別に定めのない限り諷める。  

（ロ）団体・個人戦ともにリーグ戦にあっては、不正用具使用者の総ての試合を負  

けとし、補欠の出場は藩めない。  

（3）団体戦において、補欠と交代した選手の再出場は認めない。（大会が2日以上  

の場合は全期間にわたって適用する。）但し、全国選抜大会においてはこの限  

りではない。  

（4）全国大会団体戦の選手変更は以下の方法、条件内で静める。  

（イ）監督主将会議（総体）、監督会議（選抜）前までに所定の届けを  

大会事務局へ提出する。  

（ロ）変更する選手の人数は原則2名以内とする。  

（ハ）全国総体で、選手変更する場合、先鋒から大将までのオーダーは  

変えられない。  

（ニ）全国総体では、参加申込時の選手5名補欠2名に対し、新たな選  

手を入れる場合は補欠を飛び越して選手と直接変更することは  

できない。  

（5）個人戦の時、自分の都道府県の生徒が出た時は審判員を交代する。また関係の  

あるチームの審判も行わないことが望ましい。  

（6）予選リーグにおける引き分けの際は、その都度勝負を決定せずにそのリーグ終   

了後下記の順で勝敗を決め、また代表戦を行う。  

（イ）チームの勝ち点による。（勝ち1点、分0．5点）  

（ロ）勝者数による  

（ハ）取得本数による  

（7）代表者戦になった時の選手は誰でもよい。但し、補欠は含まない。代表者戦は   

一本勝負。  
（8）団体試合・トーナメント戦において、チームの勝敗が決定した後の試合は延長   

戦を行わない。  

（9）会毒削こ各種旗（校旗、部旗、それに類するもの）の掲揚はしない。   

5．事故の処理   

選手が負傷した場合は、医師及び監督の意見を聞いた上、審判主任と審判員の4  

名が脊判長の了解を得て試合継続の可否について決定する。試合の継続が決定し年   

後、原則として5分以内に試合を再開する。   

6．大会参加資格について  

（1）（財）全国高等学校体育連盟の定める「全国高校総体開催基準要項の大会参加  

資格」による。  

【大会実施要項参照】  

（2）（財）全国高体連剣道専門部の定める「外国人留学生の出場枠」（下記）によ  

る。  

①■学校教育法第1条に規定する高等学校に卒業を目的として入学している生  

徒であること。  

② 在籍校が、各都道府県高体連剣道専門部に加盟していること。  

窃）   
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